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南スーダン 「戦闘」か「衝突」か
＝情報がコントロールされる国、日本＝

スリーピース

防衛省が廃棄したと説明し

ていた文書が今頃になって出

てきました。そこには「戦闘」

という言葉が使われていまし

た。「駆けつけ警護」の任務

が付与された自衛隊を派遣す

るために、情報操作している

と思われても仕方がない行為

です。

防衛省は２月７日に、当初

は破棄したと説明していた陸

上自衛隊の南スーダンＰＫＯ

の日報を一部黒塗りで開示し

ました。これは昨年７月１１、

１２日の日報で、南スーダン

の首都ジュバにおいて大規模

衝突があった時のものです。

そこには「戦闘」という言葉

が明記されています。稲田朋

美防衛大臣は国会で「法的な

意味における戦闘行為ではない。憲法九条上の問題になる言葉を使うべきではないということから、一般的

な意味において武力衝突という言葉を使っている」と説明しました。

昨年９月にジャーナリストの布施祐仁さんが、情報公開法に基づき、防衛省に資料の開示請求をしました。

１２月２日付で「既に廃棄しており保有していなかった」とする結果通知を受けました。その対応が不適切

であったとの指摘から再調査が行われましたが、１２月下旬に電子データが保管されていることがわかった

のだそうです。

先の臨時国会で、この７月の武力衝突が「戦闘」なのか「衝突」なのか大きな議論となりました。「戦闘」

であった場合、ＰＫＯ参加５原則に抵触する可能性が高くなり、自衛隊の撤退が必要になるからです。また、

昨年１１月２０日に新たに「駆けつけ警護」の任務を付与された自衛隊員１３０人が青森空港を出発しまし

た。この「駆けつけ警護」は多くの国民の反対の中で成立した安保法制に基づくものです。もし布施さんの

請求に防衛省が真摯に対応していたら、今と状況が変わっていた可能性があるのではないでしょうか？

安倍政権は、憲法改正の議論の中で、表現の自由を制限しようとしています。昨年の報道の自由度ランキ

ングは世界７２位で、安倍政権になってからどんどんと順位を落としています。このように情報がコントロー

ルされた社会で良いのかどうか、今しっかりと考える必要があります。また、平和憲法を持っている日本は、

日本らしい国際貢献のあり方を目指すべきです。

防衛省が2月７日に一部開示した昨年7月の南スーダンＰＫＯの日報。武力衝突でなく「戦闘」と明記され

ている。
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多喜二の時代といま
Ｍ・Ｔ

「わたしは書くことがあんなにおっかないものだとは思ってもみなかった。あの多喜二

が小説書いて殺されるなんて」。８４年前の２月２０日、東京・築地警察署で特高の拷問

で虐殺された小林多喜二。

「蟹工船」などの作品を残した多喜二を無私の愛で育んだ母セキの一生を描いた映画

「母 小林多喜二の母の物語」（山田火砂子監督）を２月２８日、船橋勤労市民センター

で観た。冒頭の言葉は、多喜二の死を知ったセキの言葉だ。

「書くことがおっかないものだ」と言わしめた時代。どんな時代だったのか。核心に治

安維持法があったといわれる。１９２５年に国体や私有財産制度否定する運動を取り締ま

る目的で制定、施行されたが、当時の内相若槻礼次郎は次のような言葉を残している。

「無産階級の人が適法なる運動をするに向かって、決して拘束を加えるものではありませ

ぬ」。

何が適法か。あいまいさを残した。さらに肝心な点は適法かどうか判断するのは取り

締まり当局にあることだろう。多喜二をなぶり殺しにした特高に法的根拠を与えたものだ、

ともされている。施行から３年、最高刑が死刑に引き上げられた。

官憲はこの法律によって表現の自由を縛り、結社の自由にも土足で踏み込んだ。

この時代を正確には治安維持法体制といったほうがいいのかもしれない。多喜二は法に

基づく裁判さえ受けないまま殺されたのだから。映画の中で、セキは「警察は人殺し」と

いう血の言葉を吐いている。

さて、現代に目を転じてみよう。犯罪の計画段階で処罰する「共謀罪」の要件を加えた

「テロ等準備罪」を新設する法案が国会で審議されている。権力側が犯罪とみなす行為を

準備しただけで逮捕されかねないと治安維持法の「復刻版」という指摘もあるなか、安倍

政権はオリンピックまで持ち出し、法案成立に躍起になっている。

ちょっと気になる世論調査がある。２月に朝日新聞が行った調査では、テロ等準備罪を

新設する法案に「賛成」４４％に対して「反対」２５％という結果だ。もう一つ別の設問

「犯罪組織だけでなく、一般の人まで取り締まられる不安をどの程度感じているか」に対

して「大いに」１３％、「ある程度感じる」４２％、「感じない」２９％、「全く感じな

い」９％。どう受け止めればいいのだろうか。３月２日付の「朝日川柳」にこんな句が載っ

ていた。

「テロを疑似餌の治安維持法」

「母」のメガホンを取った山田監督は８５歳、治安維持法の時代を生きてきた。山田監

督は２月１０日付の「週刊金曜日」誌上で主演のセキ役を演じた寺島しのぶさんと対談し

ている。「多喜二のお母さんが受けた悲しみ、苦しみがどんなものであったか」と語り、

「二度と多喜二の母を作る世の中になってはいけないのです」と結んでいる。

付記すれば、上映会場の船橋勤労市民センターの収容人員は４００人だが、平日にもか

かわらず通路まで人、人。当日は昼、夜の２回上映予定だったが、上映を急きょもう１回

増やすという盛況ぶりだった。
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（印西・柏・鎌ヶ谷・栄・酒々井・白井・富里・船橋）

白井市で第１回設立準備会が開かれ、４月１５日に印
西市文化ホールで発足のつどいを開催することを決めま
した。草の根から市民の力で野党共闘を実現し、安倍暴
走政治ストップをめざします。
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「ヒバクシャ国際署名」とは？

 

「後世の人ひどか生゙き地獄

を体験しないように、生きて

いる間に 何としても核兵器の

ない世界を実現したい。」

その思いから、平均年齢80

歳を超えたヒロシマ・ナガサ

キの被爆者が国際署名を始め

ました。 核兵器禁止条約が

議論されている国連総会に202

0年まで毎年届けます。

編
集
日
誌

▼
政
府
が
今
国
会
へ
の
提
出
を
狙

う
「
共
謀
罪
」
法
案
の
原
案
の
内

容
が
、
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
い
う
政
府

の
宣
伝
に
反
し
、
犯
罪
の
要
件
に

は
「
テ
ロ
目
的
」
な
ど
の
記
載
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ロ
対
策
は

全
く
の
口
実
で
、
内
心
を
罰
す
る

と
い
う
憲
法
違
反
の
本
質
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

▼
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
の
明
確

な
定
義
も
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
、

「
市
民
団
体
な
ど
の
一
般
の
団
体

が
性
質
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
も
あ

り
得
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
市
民
団
体
が
処
罰
の
対
象

と
さ
れ
る
危
険
性
も
は
っ
き
り
し

ま
し
た
。
政
府
が
処
罰
を
限
定
す

る
と
し
た
「
準
備
行
為
」
に
つ
い

て
も
、
犯
罪
の
計
画
に
関
わ
っ
た

者
の
い
ず
れ
か
が
準
備
行
為
を
行

え
ば
、
準
備
行
為
を
行
っ
て
い
な

い
者
も
処
罰
の
対
象
に
な
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
秘
密
保
護
法
、
戦
争
法
に
続
き
、

共
謀
罪
ま
で
…
。
日
本
を
戦
前
に

戻
す
よ
う
な
危
険
な
流
れ
を
な
ん

と
し
て
も
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
内
心
の
自
由
を
お
び
や
か

す
共
謀
法
の
提
出
を
断
念
さ
せ
る

た
め
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

２月１９日、千葉１３区市民連合設立準備会にて


